
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５日（土）ソフトテニス部の新人戦が行われました。私は八幡東区の大会会長として参加しまし

た。尾倉中の生徒は一生懸命ボールを追いかけ、男女ともとても頑張っていました。 

その中で感じたことを書きます。それは、保護者の皆様の応援です。コロナ禍ですので、大きな

声は出せません。しかし、子どもたちを見守っているような保護者の方々の応援の姿を見て安心感

を覚えました。子どもたちがよい成績を残せたのも、このようなスタンドから子どもたちを包み込む

ような応援があったからだとも感じました。 

私の娘は４年生の終わりの春休みからバドミントンのジュニアチームに入りました。周りの子ども

たちは２～３歳から始めているような子どもたちばかりで、当然、技術も追いつかず、泣いてばかり

だったことを覚えています。監督さんは昔から知っているとてもいい方で、親としては安心して預け

ていました。 

娘は下手な割には「応援に来て」というタイプだったので、私も部活動がない時には（といっても、

小学校と中学校が同じ会場で試合をすることが多かったので、必然的に娘の試合を見ることも多

かったのですが）、見に行っていました。 

ところが、県大会の日が近くなると、「見に来ないで」というようになりました。今まで「応援に来

て」「見に来て」と言っていた子がどうしてかなとは思いましたが、こっそり見に行きました。 

そこで、分かったことがありました。試合中は、保護者から「美侑（娘の名前です）は下手やけ足

引っ張るよね」という言葉、友だちからは「美侑が出ると、試合に負けるから来んで！」という言葉。

その子たちの保護者は笑っていました。「これが理由か！」と思いました。試合は負けましたが、家に

帰って「よく頑張ったね」と言ってあげました。その時ばかりは嬉しそうでしたが・・・。 

その娘が、６年生になり、こともあろうに、女子のキャプテンになったのです。私は監督に「一番下

手な子がキャプテンは無理じゃないですか」と言いましたが、「上手い、下手で決めたんではありま

せん。先生も中学校の監督ならわかるでしょう」と言われました。それはそうですが、部活動とは違

い、ジュニアチームなので、私は「無理」と言い続けましたが、結局、キャプテンになったのです。 

それからが大変でした。上手い子の保護者からの冷ややかな視線が私や妻、娘に浴びせられ、

周りの子も「なんで美侑がキャプテンなん。〇〇ちゃんのほうがいい」と言いたい放題でした。 

当然、試合でも、上手い子が失敗しても何もなく、娘が失敗すれば、応援の保護者から「キャプテ

ンなのに何しよるんかね」という冷たいヤジです。娘にも聞こえていましたが、小学生ながらよく一

年間耐えたと思います。このような体験があれば、バドミントンを嫌いになりそうなのに、なぜか、大

学生になった今でもバドミントン部に入り、活動を続けています（笑）。 

親の応援とはどうあるべきでしょうか。土曜日のソフトテニス部の保護者の皆様を見て、昔を思

い出しましたし、本当に「温かさ」を感じました。 

時を同じくして、新聞に以下のような記事が出ていたので紹介します。 
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「親フーリガン」に苦しむスペインの子の訴え 

とはいえ、この応援ハラスメントは日本だけの問題ではない。 

スペインリーグのビジャレアルに勤務する佐伯夕利子さんが先ごろ SNS にアップしてくださった

「CUÁLES SON LAS CARACTERÍSTICAS DE LOS PADRES HOOLIGANS？ (親フー

リガンの特徴とは？ )」は、親からのプレッシャーに苦しむ子どもたちの声を伝える啓もう動画だ。

それは、試合前に父親が息子に「人生は戦争だ」と勝つことを煽る場面から始まり、「１点取ったら

５ユーロあげる」と約束する。 

画面には大きな文字で「NO VENGAS」(来ないで)。子どもたちは、例えばこのようなことを親

に訴える。 

「もし、試合に勝つことばかり要求するなら、来ないで」 

「もし、ジャッジミスだと思うたびにレフェリーを怒鳴るなら、来ないで」 

「もし、ぼくがベンチに座っていることが我慢できないのなら、来ないで」 

「もし、ぼくがミスをするたびに怒るのなら、ぼくの試合を観に来ないで」 

見ているだけで胸が詰まる。 

YouTubeにあげたのはペルーの「UNION PROGRESO FUTBOL CLUB」というサッカー

クラブ。動画自体はスペイン発である。このことから、今もって世界的な問題であることを実感する。 

親に限定しないものの、応援マナー向上についてヨーロッパは２０年以上前から取り組んでいた。

１９９０年後半にドイツ国立ケルンスポーツ大学大学院へ留学した、岐阜協立大学の高橋正紀教

授は、選手が人差し指を口に当てて「静かにして」と訴えるポスターが掲げられていたのを憶えて

いる。同教授は「若干記憶が曖昧ですが、オランダかベルギーかイギリスに行った際に見たと思う」

と答えている。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

「子どもへのネガティブな声賭けはハラスメントです」 

２０年以上前にそんな啓もうポスターがあったことが驚きだ。そのポスターではないが、高橋教授

が研究室に保管していた「フェアプレーのための１２ヵ条」の画像を送ってくださった。英国のサッ

カー雑誌「SHOT」の付録だったという。アディダスがスポンサーになって製作されたと思われるイ

ラストはとてもわかりやすい。 

 ここに親に対する警鐘はないものの、１１番目に「悪い言葉が存在する場所は、スポーツの中に

はない」と明示されている。高橋教授は「今ある少年サッカーの応援ハラスメントには、これが一番

近いかもしれません」と話す。 

「自分の親以外のチームメイトのお父さん、お母さんから言われるので、子どもが沈んでしまうと

聞きます。子どもへのネガティブな声掛けがハラスメントだということを日本の親御さんたちはわか

っていません。自己決定権を奪うわけなので、絶対に良くありません」(高橋教授) 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

中体連の大会から思うこと（保護者の方向け） 


